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午後１時３０分開会 

 

【事務局（宮内都市計画課長）】  まだお見えになられていない委員の方がいらっしゃい

ますが、定刻となりましたので、ただいまから第１８７回東京都都市計画審議会を開催さ

せていただきます。 

 現在、２６名の委員にご出席いただいておりますので、定足数を満たしておりますこと

をご報告いたします。 

 では、お手元に、「第１８７回東京都都市計画審議会資料一覧」をお配りしております。

配付資料のご確認をお願いします。 

 初めに、「議案一覧表」。 

 次に、薄茶色の表紙の冊子で「議案・資料」。 

 次に、桃色の表紙の冊子で「議案・資料」別冊、「委員の異動報告・委員名簿・幹事名簿」。 

 最後に、クリーム色の表紙の冊子で「議案・資料」別冊、「意見書の要旨」。 

 本日お配りいたしました資料は以上でございます。 

 それでは、近藤会長、よろしくお願いいたします。 

【近藤議長】  本日はご多忙のところご出席いただきまして、まことにありがとうござ

います。 

 初めに、本日の審議会は、当審議会運営規則第１１条に基づきまして会議を公開で行い

ますので、傍聴者及び報道関係者の入室を認めております。ご了承をお願いいたします。 

 次に、傍聴者の皆様に申し上げます。当審議会の会議を傍聴する際は、東京都都市計画

審議会の会議の公開に関する取扱要綱に規定されております遵守事項を厳守されるようお

願いいたします。 

 次に、委員の異動につきましてご報告いたします。お手元に桃色の表紙の「議案・資料」

別冊、「委員の異動報告・委員名簿・幹事名簿」の１ページ目をお開き願います。そこに委

員の異動報告が記載してございます。再任されるということでございます。 

 なお、議席につきましては、東京都都市計画審議会運営規則第４条の規定に基づきまし

て、２ページに記載してございます委員名簿のとおりといたしますので、ご了承願います。 

 それでは、これより審議に入ります。本審議会におきましては、限られた時間の中で十

分にご審議をいただきたいと存じますので、議事の進行等につきましてご協力をお願い申

し上げます。つきましては、説明幹事に申し上げます。各案件の説明及び答弁に当たりま
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しては、簡潔に、かつ要領よく行うようお願いいたします。また、委員の皆様方におかれ

ましても、ご質問、ご意見はできる限り簡明にしていただきますよう、あわせてご協力を

お願いいたします。 

なお、ご発言の際は議席番号をお示しくださるようお願いいたします。 

  ──────────────────────────────────── 

【近藤議長】  それでは、日程第１といたしまして、議第６９８８号から議第６９９２

号までを一括して議題に供します。 

 安井幹事の説明を求めます。 

【安井幹事】  日程第１、議第６９８８号から議第６９９２号の用途地域に関連する案

件につきまして一括して説明いたします。 

 最初に、議第６９８８号でございますが、目黒区における用途地域の変更の案件でござ

います。「議案・資料」は１５ページからでございます。まず、１８ページの位置図をご覧

ください。 

 本地区は、目黒区の南部、東急目黒線の武蔵小山駅及び西小山駅の北側に計画されてご

ざいます都市計画道路補助４６号線の沿道に位置し、現況は木造住宅が密集する市街地と

なっております。 

 目黒区の都市計画マスタープランでは、都市計画道路補助４６号線の整備にあわせて、

沿道の不燃化を進め、延焼遮断帯の形成を図るとともに、身近な商業施設と住宅との共存

を図ることとされております。 

 この補助４６号線でございますが、今年９月に事業認可を受け、来年度から整備が予定

されていることから、都市計画道路を整備する機会をとらえまして、マスタープランに沿

った市街地の形成を誘導するため、地区計画を定め、あわせて用途地域を変更いたします。 

 参考といたしまして、目黒区決定の地区計画につきまして、資料の２０ページから２７

ページの計画書、計画図で説明いたします。 

 区域面積は約８.６ヘクタールでございます。地区の特性に応じまして、Ａ、Ｂ、Ｃの３

つの地区に区分しまして、それぞれ土地利用の方針を定めております。 

 地区整備計画では、地区施設として主要な生活道路や、これを補完する主要区画道路、

建築物等の用途の制限、建築物の容積率の最高限度、敷地面積の最低限度、建築物の高さ

の最高限度などを定めております。 

 なお、「Ａ１地区」につきましては、誘導容積型地区計画を活用し、公共施設の整備状況
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に応じた容積率の最高限度を定めております。 

 資料の１９ページにお戻りください。 

 以上の地区計画の決定に合わせまして、約４.２ヘクタールの区域で用途地域を変更いた

します。 

 変更後の主な内容ですが、計画図中、①の区域を近隣商業地域、建ぺい率８０％、容積

率３００％といたします。 

 なお、以上の案件を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したところ、

意見書の提出はございませんでした。 

 次に、議第６９８９号及び６９９０号は、江戸川区におけます用途地域及び土地区画整

理事業の変更の案件でございます。「議案・資料」は２９ページからでございます。３２ペ

ージの位置図をご参照ください。 

 本地区は、東京メトロ東西線西駅の南側約４００メートルに位置し、環状七号線、放

射１６号線及び左近川親水緑道に囲まれた区域となってございます。 

 江戸川区都市計画マスタープランでは、住環境と災害時の安全性の向上を目的といたし

まして、狭隘道路を解消するなど、良好な中高層住宅地の形成を図ることとされておりま

す。 

 区では、地区計画を決定し、また住宅市街地総合整備事業を適用いたしまして、生活道

路や公園を整備することとしておりまして、これに合わせて用途地域を変更するものでご

ざいます。 

 さらに、地区計画の決定などと同時に、都が平成１４年に定めましたガイドラインに基

づきまして、当地区に指定されている「土地区画整理事業を施行すべき区域」を変更し、

区域から除外することといたします。 

 参考といたしまして、江戸川区が決定する地区計画につきまして、資料３４ページから

４０ページの計画書、計画図で説明いたします。 

 地区計画の区域でございますが、約１６.６ヘクタール、地区の特性に応じまして、区域

内を「住居街区」、「近隣商業街区」、「環状七号線沿道街区」の３つに区分いたしまして、

それぞれの土地利用の方針を定めております。 

 地区整備計画では、区画道路と既存の親水緑道を地区施設に位置づけまして、また、建

築物等の用途の制限、敷地面積の最低限度などを定めております。 

 資料の３３ページにお戻りください。 
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 以上の地区計画の決定に合わせまして、約１４.６ヘクタールの区域で用途地域を変更い

たします。 

 変更後の主な内容でございますが、計画図中の①の区域を第一種住居地域、建ぺい率６

０％、容積率２００％といたします。 

 資料の４４ページをご参照ください。先ほどご説明いたしましたが、江戸川南部土地区

画整理事業を施行すべき区域から、地区計画を定めます約１６.６ヘクタールの区域を除外

いたします。 

 なお、以上の案件を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したところ、

意見書の提出はございませんでした。 

 次に、議第６９９１号は、武蔵野市におけます用途地域の変更の案件でございます。「議

案・資料」は４５ページからになります。４８ページの位置図をご参照ください。 

 本地区は、ＪＲ中央線武蔵境駅の西方約５００メートルに位置しまして、現在、武蔵野

都市計画道路３・４・２４号線の整備が進められている区間約０.４キロメートルの沿道の

区域でございます。 

 武蔵野都市計画マスタープランでは、「業務施設と質の高い都市型住居が調和した地区

に誘導し、幹線道路沿道に相応しい土地利用を図ること」とされておりまして、都市計画

道路の整備に合わせまして、マスタープランに沿った土地利用を誘導するため、地区計画

を定め、用途地域を変更いたします。 

 参考といたしまして、武蔵野市が決定します地区計画について、資料の５０ページから

５３ページの計画書、計画図でご説明いたします。 

 地区計画の区域は、約２.３ヘクタールでございます。地区の特性に応じまして「中層住

居地区」、「近隣商業地区」の２つに区分しまして、それぞれの土地利用の方針を定めてお

ります。 

 地区整備計画では、壁面の位置の制限、建築物の高さの最高限度、垣またはさくの構造

の制限などを定めております。 

 資料の４９ページにお戻りください。 

 以上の地区計画の決定に合わせまして、約１.７ヘクタールの区域で用途地域を変更いた

します。変更後の主な内容といたしましては、計画図中①の区域を第一種中高層住居専用

地域、建ぺい率６０％、容積率２００％。また、敷地面積の最低限度を１００平方メート

ルといたします。 
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 なお、以上の案件を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したところ、

意見書の提出はございませんでした。 

 次に、議第６９９２号は、日野市におけます用途地域の変更の案件でございます。「議案・

資料」は５５ページからになります。５８ページの位置図をご覧ください。 

 本地区は、ＪＲ中央線豊田駅の北約２００メートルのところに位置しまして、都市再生

機構多摩平団地が立地しております。当団地では、建物の老朽化に伴う建てかえ事業が平

成９年から進められておりまして、既に完了しております。また、建てかえ事業によって

生み出されました余剰地につきましては、今後、民間への売却が予定されてございます。 

 「日野市のまちづくりマスタープラン」では、「商業・業務・文化複合施設を持った駅前

拠点の形成と、団地内の豊かな緑と崖線の緑が調和した住宅地の形成を図ること」とされ

ております。団地の再編整備を契機といたしまして、駅前拠点にふさわしい土地利用の誘

導と、緑豊かでゆとりある良好な住環境の維持・増進を図るために地区計画を変更し、あ

わせて用途地域を変更いたします。 

 参考といたしまして、日野市決定の地区計画につきまして、資料の６０ページから７２

ページの計画書、計画図で説明いたします。 

 地区計画の区域は、約４３.９ヘクタールでございます。区域内を地区特性に応じまして

「商業地区」、「複合地区」、「中高層住宅地区」、「公共公益施設地区」などの１１地区に区

分し、それぞれの土地利用の方針を定めております。 

 地区整備計画では、地区施設といたしまして、区画道路、緑地、その他の公共空地など

を、また、建築物等の用途の制限、敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限及び建築物の

緑化率の最低限度などを定めてございます。 

 資料の５９ページにお戻りください。 

 以上の地区計画の変更に合わせまして、約３０.７ヘクタールの区域で用途地域を変更い

たします。変更後の主な内容でございますが、計画図中の②と③は、用途地域はそのまま

でございますけれども、建ぺい率を６０％から５０％に。また、容積率は２００％から１

５０％にダウンゾーニングすることといたします。 

 一方、駅に近接する街区につきましては、計画図中の④でございますが、こちらは近隣

商業地域、建ぺい率８０％、容積率２００％に。計画図中⑤は商業地域、建ぺい率８０％、

容積率３００％に変更いたします。 

 以上の案件を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したところ、意見書



 -6- 

の提出はございませんでした。 

 用途地域案件の説明は終わります。 

【近藤議長】  幹事の説明が終了いたしました。 

 それでは、日程第１につきまして、ご質問、ご意見がございましたら、お伺いいたした

いと思います。 

 １２番、中村委員。 

【中村委員】  武蔵野都市計画用途地域について質問します。本議案の西調布境橋沿線

地域の中央部に計画されている武蔵野都市計画道路３・４・２４号線の、ＪＲ中央線を挟

んだ約５００メートルの区間については、北側から電線共同溝工事などを順次進め、今年

度から街築工事を実施する予定と聞いています。また、ＪＲ中央線は、現在、連続立体交

差事業が進められており、この地域では長年の悲願であった三鷹から国分寺間の高架化が

１２月６日に実現し、私も都議会の環境建設委員会の理事として、１２日の式典には参列

しました。私自身、三鷹市に隣接する武蔵境駅はよく活用するため、今回の工事完成に伴

い、踏み切りがなくなったことは歓迎しています。 

 連続立体交差事業は多くの税金を投入している事業であり、周辺のまちづくりと一体に

なって進めていく必要性があると考えます。連続立体交差事業と都市整備のあり方につい

ての都の考え方をお伺いいたします。 

【近藤議長】  安井幹事、お願いします。 

【安井幹事】  連続立体交差事業でございますが、交通渋滞を解消しまして、地域の活

性化にも資する整備効果の高い事業でございます。こうした機会をとらえまして、鉄道で

分断されている市街地の一体化や、駅の交通結節機能を生かしまして、地域のまちづくり

を進めることが大変重要でございます。本年７月に改定いたしました東京の都市づくりビ

ジョンにおきましても、こうした考え方に基づき、連続立体交差事業と連携したまちづく

りを進めることと掲げてございまして、具体的に申し上げますと、駅周辺のまちづくりを

促進しまして、商業、教育、文化などの生活関連機能の集積であるとか、都市型住居や子

育ての支援機能の整備を促進するとともにユニバーサルデザインを推進し、公共工事のネ

ットワークが維持された、歩いて暮らせる利便性にすぐれたコンパクトな生活拠点の整備

を図ることとしてございます。 

 都といたしましては、連続立体交差事業に合わせまして、沿線の区市とも連携し、関連

道路や駅前広場などの整備を進めるとともに、今回ご説明いたしました地区計画、土地区
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画整理事業や市街地再開発事業など、さまざまな都市計画を活用しながら、今後とも駅周

辺のまちづくりと地域の活性化を進めていく考えでございます。 

【近藤議長】  １２番、中村委員。 

【中村委員】  今、背景となる連続立体交差事業についての考え方を伺いましたが、次

に、本議案である西調布境橋沿線地区において、連続立体交差事業や都市計画道路整備に

伴い、どのようなまちづくりを目指しているのかを伺います。 

【近藤議長】  安井幹事。 

【安井幹事】  本地区は武蔵境駅の至近に位置してございますけれども、特に南北方向

の道路基盤が不十分でございまして、さらにＪＲ中央線と西武多摩川線の踏切があること

から、駅の南側にある古くからの商店街と、北側の戸建てを中心とする住宅地が分断され

た状況にございます。このため、平成２０年に地元で協議会が設置されまして、連続立体

交差事業と武蔵野都市計画道路３・４・２４号線の整備を契機といたしまして、地域のま

ちづくりについての話し合いが進められてきたところでございます。その中で、地域の利

便性を高める店舗などの立地誘導であるとか、子供や高齢者などの歩行者が安心して歩く

ことのできる道路の整備などについて意見が出されてございます。地元の武蔵野市では、

こうした地域の意向と提案を受けまして、商業、業務施設と質の高い都市型住居が調和す

る幹線道路の沿道にふさわしい土地利用を図ることであるとか、ゆとりある歩行者空間を

確保するために、幅員３.５メートルの歩道に加えまして、さらに５０センチメートルの建

築物の壁面の後退を定めるなど、こうした内容の地区計画案をとりまとめているところで

ございます。 

 都では、市が作成しました地区計画案を踏まえまして、地元のまちづくりを支援し、本

地区が目標とする地域の将来像を具体化するために、用途地域を第一種低層住居専用地域

から第一種中高層住居専用地域に変更するなど、今回の都市計画変更案を提案していると

ころでございます。連続立体交差事業に合わせまして、このような計画に基づき、今後地

域のまちづくりが進められていくことにより、鉄道で分断された地域の一体性が高まりま

して、駅を中心とした暮らしやすい生活に身近な拠点が形成されるものと考えております。 

【近藤議長】  中村委員。 

【中村委員】  ご答弁ありがとうございました。先ほども述べましたが、踏切がなくな

り、南北の往来が自由になり、今後、まちづくりの新しい展開が期待されます。ただ、踏

切は除去されましたが、まだ高架下の整備など連続立体交差事業は続きます。地域の期待
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も大きいので、都としてもより鉄道事業者の協力を得て、線路の南北を一体としたまちづ

くりをさらに推進していただくことを要請します。 

 また、本計画の中心となる武蔵野３・４・２４号線は、南に行くと三鷹市の国立天文台

前を通る、通称天文台通りとして、三鷹３・４・７号線とつながります。しかし、今回議

案となる部分の南側からこの三鷹３・４・７号線の北端までは大変歩道が狭く、歩行者か

ら安全への不安の声があります。当該地域が整備されれば、この部分の交通量も増えると

考えられますので、早急な整備が求められます。今回の用途地域の変更についてだけでは

なく、より広域的な視点で都市整備を行っていただくことを要望して質問を終わり、議案

には賛成とさせていただきます。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 ほかにご意見、ご質問ございませんでしょうか。 

 ないようでございますので、日程第１、議第６９８８号から議第６９９２号まで、東京

都市計画用途地域、東京都市計画土地区画整理事業、武蔵野都市計画用途地域及び日野都

市計画用途地域の案件につきまして、一括して採決いたしたいと思います。 

 本案について賛成の方は挙手をお願いいたします。 

〔 賛成者挙手 〕 

【近藤議長】  ありがとうございます。全員賛成と認めます。よって、本案は原案どお

り決定いたしました。ありがとうございます。 

  ──────────────────────────────────── 

【近藤議長】  次に、日程第２、議第６９９３号から議第６９９５号までを一括して議

題に供します。 

 安井幹事の説明を求めます。 

【安井幹事】  日程第２、議第６９９３号から議第６９９５号までの地区計画の案件に

つきまして、一括して説明いたします。 

 まず、議第６９９３号でございますが、晴海地区地区計画の変更の案件でございます。

「議案・資料」は７３ページからになります。８３ページの位置図をご覧ください。 

 本地区は、東京臨海部、中央区晴海に位置します面積約９０ヘクタールの区域でござい

ます。平成５年７月に当初の地区計画を決定いたしまして、これに基づきまして順次開発

が進められてございます。 

 資料の７３ページからの計画書、計画図及び参考図で、地区計画の変更内容を説明いた
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します。 

 今回の変更では、地区のほぼ中央部、第３地区Ｇ街区におきまして、警察署と警視庁の

待機宿舎を整備するため、地区整備計画約１.３ヘクタールを追加いたします。 

 資料の８７ページをご参照ください。 

 今回の計画では、いわゆる２号施設といたしまして、広場３号を定めますが、この広場

は既に都市計画決定されておりますＡ街区とＢ街区の広場１号及び広場２号と一体となり

まして、環状２号線に沿って連続した施設となるように計画いたします。また、歩行者専

用道路３－２号や、歩道状空地３－２号を地区施設として位置づけます。 

 さらに、建築物等に関する事項といたしまして、建築物の用途の制限、容積率の最高限

度、高さの最高限度などを地区整備計画に定めます。 

 なお、以上の案件を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したところ、

意見書の提出はございませんでした。 

 次に、議第６９９４号及び６９９５号でございます。飾区新宿六丁目地区におけます

地区計画と用途地域の変更に関する案件をご説明します。「議案・資料」は８９ページから

になります。１０５ページの位置図をご参照ください。 

 本地区は、飾区北部、ＪＲ及び京成金町駅の西側、約８００メートルに位置します三

菱製紙工場の跡地を含む面積約３３.３ヘクタールの区域でございます。平成１７年に当初

の地区計画を決定いたしまして、これに基づき順次開発が進められてきております。 

 また、平成１９年及び２０年に地区計画を変更いたしまして、「複合地区１」、「住宅Ａ地

区」につきまして、それぞれ地区整備計画を定めております。今回は、本年４月に改訂さ

れました「飾区新宿六丁目地区まちづくり方針」を踏まえまして、地区計画を変更し、

あわせて用途地域を変更いたします。 

 資料８９ページから１０８ページの計画書及び計画図で地区計画の変更内容を説明いた

します。区が定めました当地区のまちづくり方針に基づきまして、良好な都市環境を創出

し、住宅、文化・教育、交流、医療福祉などの多様な都市機能が複合する新たな生活拠点

となる市街地を形成するため、地区計画の方針を変更いたします。 

 また、文化・教育地区及び公園Ａ地区を合わせた約９.１ヘクタールにつきまして、計画

の具体化に合わせて広場状空地２号及び貫通通路１号、２号を地区施設として定めます。

さらに建築物等の用途の制限、容積率の最高限度、高さの最高限度などを地区整備計画に

定めます。参考といたしまして、飾区が決定する都市計画公園について、資料の１１３
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ページから１１５ページの計画書、計画図で説明いたします。 

 区域面積でございますが、約７.１ヘクタールでございます。地区計画の変更に合わせま

して、「新宿六丁目公園」を東京都市計画公園に追加いたします。 

 資料の１１２ページにお戻りください。 

 以上の地区計画の変更及び都市計画公園の追加に合わせまして、約２.３ヘクタールの区

域で用途地域を変更いたします。変更の内容でございますけれども、計画図中①の区域で

ございますが、建ぺい率、容積率はそのままといたしまして、用途地域を工業地域から第

一種中高層住居専用地域へと変更いたします。 

 なお、以上の案件を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したところ、

地区計画に関する賛成の意見書が６通提出されてございます。ご紹介いたします。 

 「議案・資料 別冊」黄色い表紙の「意見書の要旨」がございます。この資料の１ペー

ジをご覧ください。 

 「都市計画に関する意見」のうち、主な意見といたしまして、（１）でございます。「現

在の地区計画で指定されている住宅ゾーンと商業ゾーンを文化・教育地区と公園地区へと

変更するものであり、大学と公園の整備を実現することが可能となる。このような大学と

公園を核としたまちづくりに大いに期待しており、地区計画の変更に賛成であり、積極的

に支援していきたい」というものでございます。これに対する都の見解といたしましては、

「区が定めたまちづくり方針に基づく本計画の実現に向けて都市計画変更の手続を適切に

進めていく」というものでございます。 

 次に、「意見書の要旨」２ページ。「事業施行に関する意見」をご紹介いたします。 

 （１）でございます。「公園の具体的な計画の実行に当たっては、十分に意見交換を行い

ながら進めていただきたい」というものでございまして、これに対する都の見解といたし

ましては、「飾区では、区民参加のワークショップやホームページによる意見収集を行う

など、区民との意見交換を十分に行いながら具体的な計画を進めていくこととしている」

というものでございます。 

 また、「意見書の要旨」３ページ、３「その他の意見」の（１）でございますが、「交通

量の増加が予想されるため、新宿六丁目地区の開発を一層効果のあるものとするために、

周辺地区の街づくりをあわせて進めていく必要がある」というものでございます。これに

対する都の見解といたしましては、「事業の提案者である東京理科大学は、将来の学生数を

踏まえて、歩行者交通に関する検証を行うとともに、関係機関と協議を行い、適切に計画
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を策定しており、混雑による周辺自動車交通及び歩行者交通に支障をきたさない計画とな

っている」ということでございます。 

 「なお、飾区では、金町駅北口周辺地区の歩行者環境をさらに改善するため、既存バ

ス通りの一方通行化や路上駐輪対策等を検討することとしている」というものでございま

す。 

 なお、反対意見に関する意見書は、ございませんでした。 

 説明は以上です。 

【近藤議長】  幹事の説明が終了いたしました。それでは、日程第２につきましてご質

問、ご意見がございましたらお伺いいたしたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【近藤議長】  ご質問、ご意見がございません。 

 それでは、日程第２、議第６９９３号から議第６９９５号まで、東京都市計画地区計画

及び東京都市計画用途地域の案件につきまして一括して採決いたしたいと思います。 

 本案について賛成の方は挙手を願います。 

〔 賛成者挙手  〕 

【近藤議長】  ありがとうございました。全員賛成と認めます。よって、本案は原案ど

おり決定いたしました。 

  ──────────────────────────────────── 

【近藤議長】  続きまして、日程第３、議第６９９６号及び議第６９９７号を一括して

議題に供します。 

 大塚緑地景観担当参事の説明を求めます。 

【大塚参事】  議第６９９６号、議第６９９７号につきまして、一括してご説明させて

いただきます。 

 これらは、青梅都市計画特別緑地保全地区に第２号青梅の森特別緑地保全地区を新たに

追加する案件と、青梅都市計画公園第６・５・１号永山公園を変更する案件及びそれに関

連する青梅都市計画道路の変更の案件でございます。 

 まず、議第６９９６号青梅特別緑地保全地区に第２号青梅の森特別緑地保全地区を追加

する案件をご説明申し上げます。お手元の薄茶色表紙の「議案・資料」１１７ページから

１１９ページをご覧ください。 

 初めに、特別緑地保全地区について説明いたします。 
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 特別緑地保全地区は、都市計画法に基づく地域地区の１つでございまして、都市におけ

るすぐれた自然や景観の保全等を目的に指定するもので、建築や土地の形質の変更など、

一定の行為が強く規制されることから、現状がほぼ凍結された形で保全される特徴がござ

います。 

 今回付議いたします青梅の森特別緑地保全地区は、青梅市の東部、ＪＲ青梅線青梅駅の

北側約５００メートルの丘陵地に位置しております。 

 面積は約９１.７ヘクタールでございまして、特別緑地保全地区としては都内最大の面積

を有するものとなります。 

 現在、当該地はクヌギ、コナラからなる落葉広葉樹林と、スギ、ヒノキの植林地からな

る樹林地となっておりまして、ゲンジボタルなど希少な動植物の生息も確認されておりま

す。 

 モニターに航空写真を映しております。ご覧ください。 

 青梅市は、当該地の土地利用を検討した結果、市民に親しまれる緑地として次世代に引

き継いでいくことが重要と判断いたしました。このため、青梅市都市計画マスタープラン

において「自然環境に配慮しつつ活用する区域」と位置づけ、都市計画に特別緑地保全地

区として指定するものでございます。 

 今後、この特別緑地保全地区内の民有地において買い入れの申し入れがあった場合につ

いては、青梅市が対応することとなっております。 

 続きまして、議第６９９７号、青梅都市計画公園第６・５・１号永山公園の変更につい

てでございます。 

 「議案・資料」の１２１ページから１２４ページをご覧ください。 

 都市計画永山公園は青梅の森特別緑地保全地区の南側に隣接しまして、面積約４７.６ヘ

クタールの規模を有しております。現在、青梅市が整備を進め、約２５.１ヘクタールが供

用されております。 

 今回、青梅の森特別緑地保全地区の指定により、青梅都市計画道路３・４・３２号永山

南北線の計画が廃止されますが、これに伴い、永山公園の計画の一体性を確保するため、

一部公園について計画区域に加える変更を行うものでございます。 

 続きまして、都市計画道路の変更に係る関連案件３件についてご説明いたします。 

 「議案・資料」の１２５ページから１２７ページをご覧ください。 

 先ほども一部触れましたが、青梅の森特別緑地保全地区が決定されるのに伴い、青梅都
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市計画道路３・４・３１号永山北部線、３・４・３２号永山南北線の２路線を廃止し、３・

５・２６号永山グランド線の終点位置の変更を行うものでございます。いずれも青梅市が

都市計画変更するものでございます。 

 なお、本都市計画の案を平成２１年１０月１６日から２週間、公衆の縦覧に供したとこ

ろ、意見書の提出はございませんでした。 

 以上で説明を終わります。 

【近藤議長】  参事の説明が終了いたしました。 

 それでは、日程第３につきまして、ご質問、ご意見がございましたら、お伺いいたした

いと思います。２３番、高橋委員。 

【高橋委員】  それでは、青梅の森特別緑地保全地区について伺います。 

 東京の緑が少なくなっていく中で、残された緑を将来に引き継いでいくことは、今日の

環境問題や良好な景観形成の観点から見ましても大変に重要なことであります。特に残さ

れた緑は民有地であることが多いわけでありまして、いつ滅失するかわからないだけに、

都市計画などの手法を使って積極的に保全していく必要があると思います。今回、青梅の

森ということで、特別緑地保全地区を指定することにより、９０ヘクタールを超える大規

模な緑が保全されることになるわけであり、大変意義深く感じております。そこで、本案

件に賛同する立場から２点ほど確認をさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目ですが、この特別緑地保全地区は言葉も制度もあまりなじみがないと思う

のですが、先ほど簡単に説明いただきましたが、いま一度、制度の特徴や効果などにつき

まして、もう少し詳しく説明をお願いいたします。 

【近藤議長】  大塚参事、お願いします。 

【大塚参事】  制度の特徴や効果でございますけれども、特別緑地保全地区は生産緑地

地区とか高度地区と同じように、都市計画で定める地域地区の１つでございます。既存の

緑をできる限り民有のまま保全をするねらいを持っておりまして、緑を守る手法としては

有用な制度であると考えております。指定されますと、その区域内では建築物等の新築、

増築、あるいは土地の造成、木竹の伐採などの開発行為が強く規制される一方で、土地の

所有者に対してはこうした規制のかわりに相続税が８割評価減となるばかりでなく、固定

資産税、都市計画税が最大２分の１まで減免されるという優遇措置が適用されるものでご

ざいます。 

 さらに、土地所有者が開発行為をするという場合は、許可を必要とするわけでございま
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すが、不許可とされる場合は土地の買い入れを申し入れすることができます。これに対し

て行政は、これを買い入れるということになっております。 

 なお、本案件につきましては、先ほども少しご説明申し上げましたが、買い入れの申し

出に対して青梅市が対応することになっておりまして、土地の取得に当たっては国庫補助

も受けられるということでございます。 

 以上でございます。 

【近藤議長】  ２３番、高橋委員。 

【高橋委員】  ただいま、特徴や効果などにつきまして、よくわかりました。 

 最後、２点目ですが、この計画地は雑木林や谷戸といったかつての里山の趣が大変残っ

ており、ＪＲ青梅駅から５００メートルという立地のよさも生かして、一定の活用を図る

ことも大変大切かと思います。そこで、現段階での活用の方向性についてどのように考え

ているのか伺います。 

【近藤議長】  大塚参事。 

【大塚参事】  当地区の活用についてでございます。青梅市によりますれば、この地区

を特別緑地保全地区とすることで良好な自然環境を次世代に引き継いでいくことはもとよ

り、里山のよさを市民に広く知らしめ、体験してもらうことも重要であるとしております。 

 このため、市では、昨年に学識経験者や市民による今後のあり方の検討会を立ち上げま

して、動植物の保全を図る区域や、里山のふれあいを体験する区域、あるいは隣接する永

山公園を含め、お寺や花の名所を周遊するようなハイキングコースの活用など、一定の考

えをまとめたところでございます。現在は、この考え方に基づきまして、この緑地の活用

を図るための事業計画を策定中であると聞いております。 

【近藤議長】  高橋委員、よろしゅうございますか。 

 ほかに。 

 １７番、半田委員。 

【半田委員】  １７番の半田でございます。６９９６号及び６９９７号、両方につきま

して、あわせて賛同の意見を申し上げます。 

 環境の時代と言われる今日、緑地の保全などを通じて緑の東京をつくるということは極

めて重要な課題となっております。この特別緑地保全地区、９１.７ヘクタールという都内

最大の規模を守ることによりまして、すぐれた自然環境が守られ、また、永山公園につき

ましても道路計画、都市計画道路の変更に伴いまして、公園の面積も増え、また、公園、
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緑地あわせて都民の貴重な自然環境、また身近に自然と触れ合う場となることと思います。 

 この両議案に賛成するとともに、今後とも東京都におかれましては、市町村と力を合わ

せて緑の保全などを強力に推進していただきたいと要請申し上げます。 

 以上でございます。 

【近藤議長】  答弁は要らないですね。 

【半田委員】  はい。要請させていただきましたので。 

【近藤議長】  ほかにご意見、ご質問はございますでしょうか。 

 ご質問、ご意見がないようでございますので、日程第３、議第６９９６号及び議第６９

９７号、青梅都市計画特別緑地保全地区及び青梅都市計画公園の案件につきまして、一括

して採決いたします。 

 本案について賛成の方は挙手をお願いいたします。 

〔 賛成者挙手 〕 

【近藤議長】  ありがとうございました。全員賛成と認めます。よって、本案は原案ど

おり決定いたしました。 

  ──────────────────────────────────── 

【近藤議長】  続いて、日程第４、議第６９９８号及び議第６９９９号を一括して議題

に供します。 

 菊池企画財政課主幹の説明を求めます。 

【菊池主幹】  八丈町企画財政課の菊池でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議第６９９８号は、八丈都市計画汚物処理場「第１号八丈町汚泥再生処理セ

ンター」の決定に関する案件でございます。 

 本件は、八丈町決定、知事同意の案件でございますが、八丈町には都市計画審議会が設

置されていないため、都市計画法第１９条第１項の規定により、本都市計画審議会に付議

するものでございます。お手元の薄茶表紙の「議案・資料」の１３１ページから１３４ペ

ージをご覧ください。 

 計画地は、八丈島のほぼ北西に位置し、八丈島空港から約５.１キロメートルの大賀郷地

内でございます。 

 計画地周辺の土地利用状況につきましては、モニターの航空写真をご覧いただきたいと

思います。 

 八丈町では、平成１８年度に循環型社会形成推進地域計画を策定し、汚泥再生処理セン
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ターの施設整備計画を進めていくことにいたしました。本計画は、町内で回収する、し尿、

浄化槽汚泥を脱窒素処理方式により処理し放流するとともに、処理に伴い発生する汚泥等

を給食センターから発生する生ごみとあわせ、有機質資源として再生・堆肥化する施設を

都市計画決定するものでございます。 

なお、本施設の処理能力は、し尿、浄化槽汚泥が１日当たり４１キロリットル、生ごみ

が１日当たり１００キログラムでございます。 

 都市計画決定する汚泥再生処理センターの区域は、旧ごみ焼却場の区域約０.３ヘクター

ルを含む約１ヘクタールの区域でございます。 

 計画地は、自然公園法第１３条に定める国立公園の特別地域であり、建ぺい率２０％、

容積率６０％の規制を受けております。また、「東京における自然の保護と回復に関する条

例」の改正により、緑化基準の強化が行われたことから、区域を拡大して都市計画決定し

ようとするものでございます。 

 本施設は、処理棟と管理棟を一体化とした鉄筋コンクリート造及び鉄骨造で、建築面積

は約８００平方メートル、延べ床面積は約１,７００平方メートルで計画しております。 

 なお、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく生活環境影響調査を行った結果、

周辺地域に及ぼす影響は少ないと予測されております。 

 引き続き、関連案件である議第６９９９号、八丈都市計画ごみ焼却場「第１号八丈町ご

み焼却場」の廃止について、ご説明いたします。 

 お手元の薄茶表紙の「議案・資料」の１３５ページから１３７ページをご覧ください。 

 八丈町では、ごみ処理の増大に対処し、環境衛生の向上を図るため、旧ごみ焼却場を昭

和５０年度に「第１号八丈町ごみ焼却場」として都市計画決定し、処理を行ってきました。 

 しかし、施設の老朽化やごみ質の変化に伴い、平成７年度に「第２号八丈町ごみ焼却場」

を都市計画決定し、平成９年１１月より稼働させております。 

 新ごみ焼却場の稼働により、旧ごみ焼却場は施設の稼働を停止し、平成１０年２月に解

体撤去を行いましたが、その後の土地利用計画が決まっていなかったため、都市計画変更

手続を見合わせておりました。 

 このたび、第１号八丈町ごみ焼却場用地に汚物処理場を整備することにしたため、「第１

号八丈町汚泥再生処理センター」の都市計画決定と同時に、「第１号八丈町ごみ焼却場」の

都市計画を廃止するものでございます。 

 なお、都市計画を廃止する第１号八丈町ごみ焼却場の区域は、約０.３ヘクタールとなっ
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ております。 

 最後に、意見書の提出でございますが、１０月１６日より２週間、縦覧に供しましたと

ころ、意見書の提出はございませんでした。 

 以上で、説明を終わります。 

【近藤議長】  主幹の説明が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたら、お

伺いいたしたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【近藤議長】  ご意見、ご質問ございませんようですので、日程第４、議第６９９８号

及び議第６９９９号、八丈都市計画汚物処理場及び八丈都市計画ごみ焼却場の案件につき

まして、一括して採決いたしたいと思います。 

 本案について賛成の方は挙手を願います。 

〔 賛成者挙手 〕 

【近藤議長】  ありがとうございました。全員賛成と認めます。よって、本案は原案ど

おり決定いたしました。 

  ──────────────────────────────────── 

【近藤議長】  以上をもちまして、本日の議事はすべて終了いたしました。ご審議をい

ただきました委員の皆様にはまことにありがとうございました。 

なお、議事録には、私のほか、波多野委員にもご署名をお願いいたしたいと存じます。

よろしくお願いいたします。 

 これをもちまして、本日の審議会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

午後２時１９分閉会 

 

 

 

 

※本稿は、後日発行される議事録の未確定版です。 


